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東町Ⅵ遺跡の範囲東町Ⅵ遺跡の範囲

【参考】天神原遺跡（楢葉町大字北田字上ノ原）

空から見た東町Ⅵ遺跡
（範囲は令和6年3月31日現在）

　東町Ⅵ遺跡は、平成27年に下北迫字東町で新しく発見された遺跡です。工事の際に、土

器が見つかったことがきっかけでした。その後も、周辺の開発に先立って実施した試掘調

査や発掘調査で、古墳時代の終わり頃から平安時代までの遺構・遺物が確認され、遺跡は

東町地区から東側の東原地区にかけて広範囲に分布していることがわかりました。遺跡は

北迫川河口付近の北側の台地上にあたり、周囲を見渡すことができるため、集落に適した

場所だったと考えられます。

　令和５年に行った町道の整備工事にともなう発掘調査では、奈良時代の集落と、弥生時

代中期末頃の埋設土器が見つかりました。この埋設土器は、穴の中に弥生土器の壺を逆さ

まに埋めたもので、土器を棺に利用した墓跡（土器棺墓）と考えられます。広野町では、

以前に下北迫字岩沢で土器棺の一部と考えられる弥生土器が出土していますが、このよう

に全体の形がわかる状態で発見されたのは今回が初めてです。楢葉町の天神原遺跡では、

80基以上の弥生時代の墓跡がまとまって見つかっており、東町Ⅵ遺跡でも周辺に弥生時代

の墓跡がまだ残っている可能性があります。　

　発掘調査の成果は、『東町遺跡（第３次）』（広野町文化財調査報告第９冊）として報

告されています。
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◎天神原遺跡の土壙墓と土器棺墓
長い楕円形の穴が土壙墓、土器が入っている穴が土器棺墓です。土器棺墓は、
土器を観察するために手前を大きく掘り下げています。

◎第１号土器棺の壺

（写真：楢葉町教育委員会提供）

◎天神原遺跡の位置

天神岬スポーツ公園

木戸川

天神原遺跡

　楢葉町の天神原遺跡では、昭和54年に実施した天神岬スポーツ公園整備にともなう発掘

調査で、土器棺墓24基、土壙墓47基が発見されました。それ以前に見つかっていたものを

合わせると、土器棺墓33基、土壙墓48基になります。

　土器棺墓の多くは、甕や壺を組み合わせて棺と蓋にした合蓋土器棺ですが、東町Ⅵ遺跡

のように一つの壺を逆さまにした土器棺もあります。土壙墓では、勾玉や管玉の副葬品が

出土した墓や、ベンガラという赤い色素を含んだ土が残っていた墓もありました。

　棺に使用されていた甕・壺と副葬品の玉類・石鏃は国指定重要文化財、遺跡は福島県指

定史跡になっています。また、天神原遺跡から出土したこれらの弥生土器は、「天神原式

土器」として東北地方南部の弥生時代中期末を代表する土器型式になっています。
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東町Ⅵ遺跡で見つかった弥生時代の土器棺墓

残　存　高　35.0cm
胴部最大径　27.9cm
底　　　径　 9.8cm

◎土器棺墓が見つかった様子 ◎壺が逆さまに埋められていた様子

◎土器棺に使われていた弥生土器の壺（第1号埋設土器）

土器を作った時に粘土を
積み上げた位置で、てい
ねいに割っています。

※大きさは約1/8

【赤彩部分の拡大写真】

天神原遺跡
第1号土器棺上方土器

天神原遺跡
第２４号土器棺下方土器

東町Ⅵ遺跡
第1号埋設土器の土器棺

東町Ⅵ遺跡と楢葉町の天神原遺跡の土器棺の壺は、描かれた
文様（もんよう）がよく似ています。形も少し似ていますが、
東町Ⅵ遺跡の壺は、天神原遺跡と比べると胴部が短く、全体
的に丸味があります。
どちらも時期はほぼ同じ頃と考えられますが、東町Ⅵ遺跡の
壺については、双葉郡以外の地域からの影響が考えられるた
め、今後も検討する必要があります。
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　弥生時代の墓は、穴の中に直接埋葬（土葬）した土壙墓、土器を棺に利用した土器棺墓

などがあります。一般的に、土壙墓は成人、土器棺墓は胎児や幼児の墓と考えられていま

すが、土葬した遺体が骨になってから土器に入れ直す再葬墓もあります。

　土器棺は、一般的に口縁部を上にして埋める例が多く、また、底部に穴を開けたものも

あります。これは、土器を母親の胎内、底部の穴を産道と考え、埋葬した子どもがまた生

まれ変わってくることを願ったのではないかと言われています。

　東町Ⅵ遺跡の場合は、弥生土器の壺を胴部の中央で横方向に割ってから、穴の中に逆さ

まにして埋めていました。逆さまになった壺の下方（口縁部の方）が棺、上方（底部の方）

が蓋になります。蓋にした底部には穴はありませんでした。壺を逆さまにして口縁部を下

に向けることで、産道の意味を持たせているのかもしれません。土器の表面には赤彩のあ

とがわずかに残っており、特別な土器だったことがわかります。

◎東町Ⅵ遺跡と天神原遺跡の土器棺の比較

（天神原遺跡の資料：楢葉町教育委員会提供）
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